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裏表紙 


ご愛用の皆様へ 

このたびは、電子ジャー付ガス炊飯器をお買い上げいただきましてありびとうござしなす。 

•ご使用の前に、この取扱説明書を必ずお読みいたださ、安全に正しくお使いください。 

•この取扱説明書の裏表紙び保証書になっています。内容をよくご確認の上、大切に保宇してください。 
•本製品は国内専用です。海外では使用でさません。 

•取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの販売店または当社の支社•支店•営業所•出張所にて再購 
入して < ださい。 


電モジャー巧ガス巧巧思 

RR -1 已 VNS 2 


取扱説明書 


( 欄 IW 寸 ) 



お使いになる前に 

安全のために必ず 

守ってください-1 

側前の準備-7 


使いかた 


9 0 5 6 


巧2如 


























安全のために^:、ず守ってくださぃ 

この取扱説明書および製品への表示では製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危喜や 
財産への損喜を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。 

その表示と意0未は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


么を険 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡、重傷を負う危険、また 
は义炎の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 

么警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡、重傷を負う可能性、ま 
たは义炎の可能性が想定される内容を示しています。 

么ま 后、 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷喜を負う可能性や物的損喜 
のみの発生が想定される内容を示しています。 


•絵表示じついては次のような意味があります。 


^ この給表示は、気をつけていただきたい「ミ主意喚起」内容 


この絵ま示は、してはいけない「禁止」内容です。 


この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 


^义災を意 心 感電を意 
A 高温注意 

(§) 义気禁止 (D 接触禁止 
巧解禁止めれ手禁止 

^電源プラグを抜く 


A を険 


ガス漏れ時のごミ主意 


•ガス漏れの時は、义をつけたり電気器具のス 
イッチの「入•切丄電源プラグの抜き差し、 
周辺の電話など使用しない。引义し爆発事故 
を起こすことがあります。 


•万ーガス漏れに気付いたら 
①すぐに使用をやめガス栓を閉じる。 

③窓や戸を開けガスを外へ出す。 

③お買い上げの販売店またはガス事業者に連絡 



D 








































A 警告 


♦使用ガス及び使用電源についてのごを意 

• 機器び使用ガス(使用ガスクレー乃及び使用電源 ( AC 1 日日 V )に適合 
していることを機器の銘板で確認してください。 

• 表示じ(外のガス•電源では使用しないでください。不完全燃焼により、 
-酸化炭素中毒になったり爆発着火でやけどしたりすることびありま 
す。また故障の原因にわなります。 

•転居または移設されたときにも、供給ガスの種類•電源の種類び銘板 
の表示と一致してし席ことを必ず確かめてください。 

※ガスの種吏哥こは者 P 市ガス数種策自、と LP ガスとびあ0、者 P 市ガスにはガス 
グループの区分びあります。 



<表示の内容> 


形式の呼び 


ガスの種類およびグル 


ガス消費量 
^ 製造年月 ) および製造番号 


み H S 


の穩具を 
める 


使用電源については本体 
ち側面に表示しています 


YS 



販売業者名 


-使用電源-消費電力 
例）日4.日8に日日4年8月製造） 


—^カス録反） 


〇 


♦設置ずるときは可燃！防との距離を確実に離ず。 

火災予防条例で定められています。必ず守って<ださい。可燃物の壁からの距離び近いと火災の原因になりま 
す。また可燃性の壁にステンレス鋼板などを張った場合でも可燃物と同様の距離び必要です。 

♦機器を設置したを、周辺を改造ずる場合も設置基準を守る。 

吊り戸棚などを付ける場合も可燃物との距離を確実に離し基準をお守りください。 


♦周囲の壁などが木がのよ3な可燃物の場合 

壁から1 Ocml ^ LL 上方は 30 cmliLb 必ず 
離してください。 


♦可燃物の壁か51 0 cm な上、上方か目 30 cm な上離せない場合 

防熱板を壁に取り付けてください。 

※防熱板についでま、お買い上げの販売店またはガス事 
業者にご相談ください。 



曰 

























































A 警告 


•機器の上や周囲に調理ラック、カーテン、紙ぶ 
くろ、ペットボトル、調理油などの可燃物やス 
プレーなどの引乂性のものは置かない。 


•ふきん-タオルなどを機器にかぶせない。排気 
□の近くに調味料ラックなどを設置しない。 

不完全燃焼や機器の損傷-乂災の恐れびあります。 


焦げたり燃えたりして乂災の原因となります。 



•分解-修理-改造は絶巧しない。 

修理-改造は高度な専門知識び必要です。お客さまご 
自身では工具を使用して絶対に分解したり修理-改造 
は行わないでください。異常作動してけびの原因とな 



•機器の給排気□やすき間にピンや針金などの金 
属物など異物を入れない。 


感電や異常作動してけびをすることびあります。 



•機器を水につけたり、水をかけたりしない。 

ショート-感電-不完全燃焼の原因となります。 



•地震、乂災などの緊急の場合はあわてずにただ 
ちに使用を中止し、ガス栓を閉じる。 



•点乂時に機器周辺を確認ずる。 

かまをセットする時、燃焼部にしやをじやスプーン等 
の異物びないことを確認する。異常燃焼や乂災の原因 
になります。 


A 

乂災注意 


•不安定な場所や新聞紙、ビニールシートなどの 
熱に弱い敷物の上で使わない。 




•ガス事故防止 

♦ゴム管はガス用ゴム管（検査合格又は JIS マークの入つ 
ているをの）を使用してください。又、ひびわれしたり、 
差し込み□びゆるんでいるとガスび漏れてガス中毒や 


>ゴム管は、ガス接続□の赤 
線まで差し込みゴム管止め 
で確実に止めてください。 



♦ゴム管の継ぎたし及 
び二又分岐はしない 
で < ださい。 



且 




































A 警告 


•使用中の異常に気づいた場合。 

① 点乂しない場合または、使用中に異常な燃焼、臭気、 
異常音を感じた場合、使用途中で消火した場合は迅 
速に使用を中止し、ガス栓を閉じる。 

② 故障や異常の見分け方と処置方法 （18 ページ）に従 
い処置をしてください。 

③ 上記の処置をしてち直らない場合は、使用を中止し 
お買上げの販売店またはをよりの当社に連絡する。 



ガス柱を閉じる 


押す 


•電源プラグは根元まで完全に差し込む。 

差し込みび不完全な場合、感電•発熱による乂災の原 
因になります。 


〇 



•炊飯中に外出はしないでくださし、。 

(保温時は除 <) 


0 



•ゴム管-電源コードは炊飯器や他の機器の下側を 
通さない。他の熱源機器にふれない。無理にがり 
巧ばたり、引っ張ったり、ねじったりしない。 

使用時は周囲び高温になり、ゴム管、電源コードびと 
けてガス漏れや感電の原因になります。 


•電源コードを切断して延長はしない。 

電源コードびコンセントに 
届く範囲としてください。 

感電や乂災などの原因と 
なります。 


0 



0 



•ゴム管はガステーブルなどの他の熱源機器か5 
1已 cm じ1上確実に離ず。 

距離び近いと高温になり、ゴム管びとけてガス漏れの 
原因になります。 


•コンセントや配線器具の定格を超える使い方や、 
交流100 Vli (外で使わない。 I 

たこ足配線などで定格を \す‘ 

超えると、発熱による乂 . 

災の原因になります。 むで一^'^/公 


〇 



0 



•めれた手での抜き差しをしない。 

めれた手で電源プラグの抜さ差しをしない。感電の原 
因になります。 

コンセントに水などびかからないようにしてください。 




ド 


で 


•電源プラグのほこりはふき取る。 

乂災の原因となります。 


乾いた巧で 


〇 



(!) 

めれ手禁止 



•使用後は消火を確認ずる。 

使用後は必ず消乂していることを確かめてください。 
ガス栓も閉じてください。 


〇 


凸 


























♦ 、 ■! ぃ 

A 迂后、 


•不安定な場所での使用禁止。 

水平で安定した所に設置してください。 

機器び傾いて、やけどやけびをする恐れびあります。 

•棚の下など落下物の危険のある所を避ける。 

機器の上に落ちたをのび燃えて、火災の原因になりま 
す。 


0 


•水のかかるところやガステーブル-オーブンな 
どの近くでは使わない。 

故障-乂災の原因となります。 、 * <， 


\いみ。 ち夕 


0 



参感熱部はいつもきれいにずる。 

感熱部び巧れていたり、炊飯かまとの間に異物びある 
とセンサーび正常に働かないことびあります。 


•炊飯中-炊飯直後に機器を持ち運ばない。 

炊飯中-炊飯直後の機器は高温のため危険です。転倒 
すると乂災-やけどの原因となります。 


〇 

巧れをとる 



0 



•炊飯中や炊飯直後は、蒸気□に顔や手を近づけ 
ない。又、炊飯直後ふたを開けるときの蒸気に 
ま意。 

排気□から高温の蒸気や、ふたを開けたとさは多量の 
蒸気びでますのでやけどをする 
恐れびあります。 


•炊飯 lii 外の用途には使用しないでください。 

過熱-異常燃焼による乂災 
などの原因になります。 


A 

高溫ま意 



0 



•炊飯中、炊飯直後はボタン-炊飯レバー-取つ 
手 lii 外は手を触れない。 

高温になっていますのでやけどをすることびあります。 
特に幼児にはさわらせない。 


•機器の周囲に樹脂製品などの熱に 
弱いちのを置かない。 

変形または変色する恐れびあります。 


0 




接触禁止 



•車両船舶での使用はしない。 

使用中に機器び傾いたりし、 

乂災ややけどの原因になります。 


0 


•お部屋の換気 □ (吸気□•排気 □) は常に確保し、 
使用中は換気をずる。 

不完全燃焼の原因となります。 


•強い風の吹き込む所では使用しない。 

炊さむらなど、おいし<炊けない原因 
となります。 


0 


〇 

換気をずる 



•湯沸器の下では使用しない。 

排気や水蒸気によって湯沸器び 
誤作動する原因となります。 


0 


曰 




















♦ 、 ■! ぃ 

A 迂后、 


•子どもだけで使わせない。 

幼児の手の届くところで使わない。 

やけど、感電、けがをする恐れびあります。特に幼児 
にはさわらせない。 


0 



•点、検-お手入れの際の注意。 

点検-お手入れの際は必ず手袋をして行ってください。 
手袋をしないでお手入れすると機器の突起物などでけ 
びをすることびあります。 


〇 




争点乂したままでは、かまを絶巧に外さない。 

-必ず、消火後冷えてから、かまを外す。 

•必ず、かまをセツトした後で点乂操作をしてくださ 
い。 

やけどや過熱による火災などの原因になります。 


•電源コードを持って引き抜かない。 

電源プラグを抜くとさは電源コードを引っ張らない。 
電源コードを引っぱると断線して発熱や発火による乂 
災の恐れびあります。必ず先端の電源プラグを持って 
行ラ。 


0 


0 



• ゴム管は 2 mli (下で接続してください。 

初めてご使用になる時や、ゴム管を脱着した場合は、ゴ 
ム管内に空気び入っているために、]回の操作で点乂 
しない場合びあります。その時は炊飯レノ（一を戻して、 
再度炊飯操作をしてください。 


•外ぶたは取っ手を持って閉める。 

外ぶたびいきおいよく閉まり、 

手をはさむことびあります。 

必ず、取っ手を持って外ぶた 
を閉めて < ださい。 


〇 


〇 



•点乂操作をずるときは、点乂確認窓に顔を近づ 
け過ぎない。 



参機器本体-外ぶたには安全に関する注意び表示してあり 
ます。ミちれたり、読めなくなったときは、やわらかい布 
などでミちれをふさ取ってください。また、お手入れの際 
には、たねしなどは使わないよラご注意ください。 


っ^ fo 願し 、 J - 

参雷時の注意。 

雷び発生しはじめたらすみやかに運転を中止し、電源プラグをコンセント 
から抜いてください。 

雷による一時的な過電流で電子部品を損傷することびあります。 

€ 



回 


































イ就前の銷扁 


1 使用ガス•電源を A ガスを接続ずる 
5觀する ) 


っ所のミ篇 


炊飯燃焼部に表示しているガスの 
種類とお宅のガスび一致している 
かまず確かめてください。 



•ゴム管はか9万 mm ガス用ゴム管を 
使用して<ださい。 

•ビ'二ール管は絶対に使用しないでく 
ださい。 

•ガス接続□の赤線まで差し込み、 
ゴム管止めで確実に止めてくださ 



<表示の内容> 


もたせ、巧り巧げないようにしてく 


形式の呼び 

( ガス飾朦員ぉょびグプ) 

ガス消費量 

ぶび製造番号 
YS 

^製造年月)お 


販売業者名 



( ガスの種類を 
^確かめる 



例）04.08 (2004 年8月製造) 


•保温電源は、交流1日日 V 曰日-6日 
Hz (一般家庭用コンセント）を使 
用してください。これじ(外の電 
源では絶対に使用しないでくだ 
さい。 


ださい。 


•ゴム管は炊飯器の下を通したり、接 
解!させないようにして < ださい。 


•ゴム管の継ざ足しや二又分岐はしな 
いで <ださい。 



^お願い1 - . 

古いゴム管はガス漏れの原因 

ゴム管は2〜3年を目安に取り誓 
えてください。ちくなるとヒビ割 
れして、ガス漏れの原因になり危 
険です。又、取り替えの際、ガス 
接続部に傷びついたり、異物び付 
着するとガス漏れの原因になりま 
すので、ていねいにお取り扱いく 
ださい。 

V_ ノ 


•換気のでさるところ 

お部屋倒瘋口（給気□-排気口） 
は割こ確保し、物などで而さびない 
でください。义炊飯中は換気扇を 
回すなどして換気をしてください。 



•安定した落下物や風の/配のない 
ところ 

棚の下など落下物の危険びおるとこ 
ろでは使用しなしでください。機器 
の上に落ちたものび燃えて、火災に 
なることびあります。 



己 











































壁や上方と間隔をとる 


♦湯沸器の下に機器を設置しないでください。 

湯沸器び誤動作することびあります。 . _ 



•カーテンやスプレー宙など I 燃えやずいらのがないところ 

力ーテンや燃えやすしあのの近くでは使用しないでくだ 
さい。使用中に近くのものび燃えて、火災になること 
びあります。 


0 



♦幼！ちの手の届かないところ 

幼児の手の届くところでは使用しなしでください。本 
体に触れたり蒸気でやけどする恐れびあります。 




♦周囲の壁などが木材のような可燃觀の場合 


壁から10(：の1^^(上上方3日 cm 从 _ b 必ず離してくだ 
さい。 



♦可®夕の壁から 10 cm 社、上方か530 cm 社 
離せない場合 

防熱板を壁に取り付けてください。 



•防熱板について 



ス X ンレス鋼板 


厚さ ごま意 


日. SmmliLb 可燃物と] cml ； (上の空間 

-をとり、有害な変形のな 

しけう補強してください。 


※防熱板については、お買い上げの販売店またはガス事業者にご相 
談ください。 


A 警告 


設置ずるときは可燃物との距離を確実に離ず。 
(乂災予防条例で規制されていまず） 

距離が近いと乂災の原因になりまず。 


回 

















































SSR の名称 






内ぶた取付軸 





外わ< 

取っ手 

♦外ね<部を持ち 
運びされる際に 
は、外ぶたを確 
実に閉めて外ね 
<取っ手を両を 
で持って持ち運 
んで < ださい。 

•外ぶた取っ手を 
持って持ち運ば 
ないで < ださい。 

立消え安全装置 


ガス接続 □ 


付属品 

ク G 

しやらじ ft ■カツプ 



感熱部 
パーナー 
燃反受け皿 

辰レバー 


^^ 

単2お乾電池、1個 

( R 14 P ) 




取扱説明書 

(保証書付） 


源コード 


•はじめてお使いのとを 

♦外ぶた.外わく.炊飯燃焼部はきれいな布で巧いてください。 

炊飯かま-内ぶた-しやらじ-計■カップなどは中 iffi 洗剤で 
洗った後、されいな布でホ気を巧:をとつてください。 


キヤツチボタン 
外ぶた取っ手 

内ぶた取付ノ くッキン 
外ぶた 


つゆ受け 

外わく取っ手 
器具コンセント 

点火確認窓 
つゆ受け枠 




専用の電源コードですか 
ら他の機器には使用しな 
いでください。また他の 
機器の電源コードをこの 
機器に使用しないでくだ 
さい。 


>乾電池をセットして < ださい。電池ケース 
(炊飯燃焼部裏側にありまず）に©©0方 
向を確かめて乾電池をセットして<ださい。 
単2形乾電池、1個使用でず。 



ぉ願い ) - 

•付属の乾電池は工場出荷時に納め5 
れたちので自然放電のため寿命が短 
くなっている場合びあります。 
•乾電池が消耗すると点义しにくくな 
りまず。「パチパチ」と放電間隔が長 
くなった!5、早めに新しい乾電池に 
お取り替えください。 


回 







































































ご飯の炊きかた 


♦お米の準備. . •機器のセット.… 


1 お米を11■つて 
洗米する 


2 水加減する 1炊飯かまを 

I 外わくにセット 


•付属の計量カップすりさり]杯 
で約] 80 m £ (1 合）。 



山盛り一杯に足りない 


•たっぷりの水で手早く洗ってくだ 
さい。洗い足りないと、二オイ- 
黄パ ' S • 炊飯不良の原因になり 
ます。 

•泡立て器などを使わないで手で洗 
つてくださし、 



•洗米機に長時間かけると粉米び 
多くなり、炊飯不良の原因にな 
ります。 

お MP 

• かまのフツ素加工を長持ちさせるためには 
ボーレなどをご使用ください。 


•お米は水平にならし、炊飯量に合 
わせて目盛りまで水を入れる。 


10カップの米を I 炊 < とさ。 

『10』まで 
水を入れる 



やわらかめ 

標準 

かため W 


♦炊飯かまの水位目盛は標準の水加 
減です。お米の種類やお好みに合 
わせて水加減してください。 


•炊飯かまの外側や底の水分•異 
物、外わくの内側に米つぶ•食 
品くずなどび付着していると炊飯 
不良の原因になるので、取り除 
いてください。 



新 

米 

かため 

古 

米 


麦まぜ米 
標準価格米 
胚穿精米 

やわ!5かめ 


•水加減後3日分〜]時間ぐらい 
水につけておくと、十分水分を 
吸収し、芯のないおいしいご飯 
び炊さ上びります。 


r -( 気をつけていただきたいこと ) - 

•白米 m 外のご飯を炊飯ずる場合 

• 具を入れたり、味付けしたりするのでお米の量は最大炊飯量の1/2位に 
して炊いてください。具は水加減した後、お米の上に乗せ、かさまぜな 
いで < ださい。 

•具の種類や水加減によっては早切れしたり、吹さこぼれしてうまく炊さ 
上びらないことびあります。また炊さ上びってわ底に焦げ色びつさます。 
•わち米を還ぜて炊飯した場合、わち米の量によりうまく炊けないことび 
あるのでごま意 < ださい。 

•無洗米について 

• 無洗米に付属の説明書をよくお読みのうえ、炊飯してください。 

•添加物について 

•添加物（油等）を入れて炊飯しないでください。炊飯不良の恐れびあり 
ます。 
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湖の炊きかた 


•機器のセット•点火•炊飯 

(前べージのつづき） 


2 外わく部を 4ガスをを全開にずる^バーナーに点乂 

炊飯燃焼部に ) 

正しく秉せる I ム 


•内ぶたを外ぶたにセットし、外ぶた ♦炊飯レノく一び「止」の位置にあるこ 



•外わく部を正しくセットしないと、 
炊飯でさません。 


A を思 

炊飯燃焼部の炊飯受け皿•感 
熱部に米つぶ-食品くずなど 
びついていると、正常に炊飯 
でさません。外わく部をセツ 
卜するとさに、必ず取り除い 
てください。 



とを確認してからガス栓を開けて 
ください。 



^— ( お願し 、 J -\ 

•外わく部をセツトするとき 
に、電源コードがはさま5な 
し、ように注意してください。 

V_ ) 


•炊飯レバーを下へ「カチッ」と音び 
するまで押し下げて、そのまま数秒 
間押し続けてください。 



•手を離してもノ くーナーに点火してい 
ることを点火確認窓から確かめてく 
ださい。 


•炊飯レノ く一を押し下げた際、手を離 
すと途中までもどりますびセットさ 
れています。 




♦万一、バーナーに点火しなかったり、 
炊飯途中で火を消すとさは、図のよ 
うに炊飯レバーを「カチッ」と音び 
するまで強く弓 I き上げてください。 



田 









































•消火 


/~ ( ぉ点 h し、 ) -^ 

•はじめてご使用になるとさや、 
長い間使用にならなかったと 
さなどはゴム管内に空気び入 
っていて、点火しにくいことび 
あります。この場合には、空 
気び抜けるまで、数回点火操 
作を繰り返してください。 

•ゴム管内に空気び入っている 
場合、バーナーに点火しても 
消火することびあります。確 
実に点火していることを確認 
してください。（数秒間） 万一、 
吹さ消えなどで5秒間(上ガ 
スび出た場合は、炊飯レバー 
を「止」の位置までもどしガ 
スの臭いび消え、さらに数秒 
間待ってから点火操作を行っ 
てください。 


3 電源コードを 
差し込む 

♦保温び必要な場合はノ くーナーに点火 
したことを確認して、器具用プラグ 
を器具コンセントに差し込む。 



^~ ^ゎも南し 、 ) - 

•お米を洗って水につけている 
とさは、電源プラグをコンセ 
ントに差し込まないでくださ 
し、。お米がふやけて、炊飯で 
きな < なる恐れがあります。 

•器具用プラグを器具コンセン 
卜に差し込む勵ホ、器具コン 
セントの奥まで確実に差し込 
んで < ださい。 


国炊飯び終ねると ••• 

♦义梵反レバーはの位置にもどり、 
ノ くーナー I ボ肖乂します。 

•消火を確認してからガス栓を確実に 
閉じてください。 



•電源プラグをコンセントに差し込む。 
器具コンセント前部の通電ランプ 
(オレンジ色）び/朝订し、通電したこ 
とを TJX します。 
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湖の炊きかた 


•むらし……•…… 

♦消火してすぐに而たをとると、お 
しんいご飯になりません。消火し 
てから必ず1已分じ(上むらしてく 
ださい。 

参むらしび終ったあと、ご飯をよく 
ほぐしてください。 



•保温 . 

•器具コンセント前部の通電ランプ 
(オレンジ色）び点のしていることを 
確認してください。 



画保温中-食事中は 
必ず電源プラグを 
差し込んだままに。 

•電源プラグをコンセントに接続し、 
保温を続けてください。 



■保温は12時間まで 

• ] 2時間上になると、保温臭や乾 
燥によるご飯の劣化び進みます。保 
温時間は短い方び好ましいので、早 
目にお召し上びりください。 



■係品終了後は… 

•保温終了後は必ず電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 



旧 














上手に保温しましよう 



が ミをて-•かホみいレ 


■ご飯を巧飯かまの 
中巧によせる 

参炊飯かまの周囲についたご飯び 
ノ くサノけ t になるのを防ぐことび 
でをます。 





■停電したとまは 

♦短時間なら問題はありませんび、長 
時間になってご飯が;ちえてしまった 
場合は、再度保温しないようにして 
<ださい。 

■かわく部だけで 
保温ずる場合 

•耐熱性のある平らな所において 
保温してください。 



ご飯はがをたてびおいしい 
でをこんなことに気をつけると 
おいし < ごがを 
保温していただけます。 


■ふたの□ックは確実に 



•外ぶた-内ぶたがしっかり閉まっていな 
いとご飯の水分が逃げ、乾燥して黄変や 
いやなニオイの原因になります。 



■かわ<部を移動をせる場合 

•保温はすべて、電気で行いますので保温中、外 
わく部を移動させる場合は、電源プラグを別の 


コンセントに接続して保温を続けてください。 



こんな保温はやめましよラ 

じイン h . 


黄バミ•ニオイ•パヴつきの原因になります。 


•12 時間於上の保温 

ご飯が劣化しパヴつさ、 
黄バ5、ニオイの原因に 
なります。 


•少ないご飯（お茶碗 
1〜2杯程度）の保温 

ご飯の水分が早<蒸発し 
劣化が早くなります。 


•しやもじを入れた 
ままの保温 

しゃらじについた雑菌が 
増殖する恐れがあります。 


•外ぶたにふきんをかぶせて 
の保温 

機器の損傷-乂災の原因と 
なります。 


•冷えたご飯の再保温 

(長時間停電ら同じ） 

加熱する途中でご飯が 
こげたり、いやなニオイ 
がすることがあります。 


•直接風が当たる場所 
での保温 

風が当たるところが冷や 
され、部分的に適度な保 
温温度];(下になる恐れが 
あ0ます。 


•炊きこみご飯や 
汁物などの保温 

具などに変質しやすい物 
があると劣化が早くなり 
よ9 〇 


ID ひと工夫 

•残ったご飯や少なくなっ 
たご飯は冷覆保存し、電 
子レンジ等で温めなおす 
とおいしく食べられます。 























あとかたづけ 


炊飯かまおよび内ぶたはアルミ製 

ロロし. 9 〇 

食器洗い乾燥機でお手入れすると、 

専用洗剤の成分により表面び酸化 

して変色する恐れびあります。 

V_ y 


まず確かめてくださし、。①ガスおが閉じている③電源プラグを抜いている 


⑤機器が冷えている 


•そのつどのお手入れ 


■炊飯かま 


■内ぶた•しやらじ 


•使用後はごはん粒-おねば等を洗い落とし、つねに水 
切りよく保存してください。 

•炊飯かま底面の感熱部受けの巧れをされいに而さ 
とってください。巧れびつくと炊飯不良の原因に 
なります。 

•お手入れの際は、やわらかいスポンジなどを使い、 
研摩効果の高い洗剤やかたいスポンジ、金属タワ 
シで洗わないでください。また、スプーンや食器 
などは入れないでください。 



感熱部受け 


参そのつどやわらかいスポンジを使って洗ってください。 
巧れのとれにくいときは中性洗剤で洗って、そのあと 
乾いた布で水気を而いてください。 

参内ぶたのフ□ー トの下は巧れびつさやすいので、フロ 
-卜を持ち上げて洗ってください。 


この下を 
洗5 



■つゆ受け 

•そのつど、つゆ受けにたまった水は、捨てて、きれい 
に洗ってください。 


■外ぶた-つゆ受け枠 

•外ぶた-外ぶた内側-つゆ受け枠は、よく絞った布で 
而いて < ださい。 



►つゆ受けのはずし方 

図のようにつゆ受けの先端（手前または奥のどちらか) 
に指をかけ、広げるようにして引っぱってください。 



■ライスネットをお使いになる場合 


♦炊飯ごとに必ずお手入れを行ってください。 

♦炊飯後はそのつど、されいに洗ってください。目づま 
りしていると、早切れ、炊きむらの原因となります。 
手洗いでは不十分ですので、洗濯機「すすぎモード」 
„ で水洗いされることをおすすめします。 
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•毎日の炊飯回数に応じた予備のライスネットを用意さ 
れ、されいに洗われたちのを]回に限り使用していた 
だく方法ちおすすめします。たとえば、 ] 日日回炊飯 
の場合は、日枚のライスネットを用意する。 























お手入れ 



まず確かめてください。 ① ガスをが閉じている ③ 電源プラグを巧いている 

③ 機器が冷えている 

f 

A 警告 

\ 

V 

修理•改造は高度な専門知識が必要です。お客様自身では工具を使用しては、絶巧に分解したり、 
修理 • 改造は行わないでください。 

乂災 • ガス漏れの恐れや異常動作してけがをすることがあります。 

分解禁止 ) 


■炊飯燃焼部-炊飯受け皿-外わ< 

•よく絞った布で而いてください。ちれのひどいとさは、中性洗剤 
を浸した布で巧れを落とした後、洗剤分を十分而さとり、最後に 
からぶきしてください。 



■ノ ' i — ナー • 感熱部 

♦ノ くーナー炎□びつまっているときは針金などで取り除 
しでください。感熱部の巧れびこびりつして取れない 
ときは極細目のサンドべーパー(目のあらさ400截呈 
啟で表面に傷び付かなし准度に軽くこすり取ってく 



♦バーナーや感熱部などのお手入れの際は、けびをしな 
しけうに手袋など対まめて行ってください。 


A 警告 


機器には電気部品*安全装置び組み込んで 
あります。水につけたり、水をかけたりし 
ないでください。ショート•感電-不完全 


燃焼の恐れびあります。 


A 

感電注意 



■お肖え安全装置 

•やわらかな布などで巧れを而さとつてください。巧 
れてし矿こり、位置が変わると点火しにくくなります。 


固いものをぶつけたりして位置を動かさないようにし 


て < ださい。 



イぉ願ぃ J - 

プラスチック. EP 刷塗装面 • ほうろうのお手入れに 
は酸性-アルカリ性の洗剤-アルコール-シンナ 
-• 金属たわし-ナイ□ンたわし-クレンヴ ー (み 
びき粉）などを使わなしでください。 
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) 肖耗部品 1 しついて 


消耗部品はお買い上げの販売店か、当社の支社 • 支店-営業所-出張所でお買い求めください。 


■炊飯かま（フッ素樹脂加工） 

•使っているうちに、色むら•八ガレびできることびありますび衛生上問題ありません。万一食べてしまっても食品衛 
生法の基準内で問題はありません。ご使用に不便をきたすようになりましたら、炊飯かまだけをお買しぶめください。 
また、炊飯かまの側面等び凸凹になっている場合は炊飯かまの交換び必要です。 


■その他部品類 

•内ぶた、内ぶた取付パッキン、フ□-卜の変形•変色•破損など、ご使用に不便をきたすようになりましたら、部品をお 
買し化げの販売店か、当社の支社-支店-営業所-出張所でお買い替えください。しやわじ-つゆ受けなども同様です。 


フッ素樹脂加工をいためず、 
長持ちさせるポイント 

•お手入れの際は、やわらかいスポンジなどを使い、研 
磨効果の高い洗剤やかたいスポンジ、金属たわしで 
洗わない。また、スプーンや食器などは入れない。 
•付属のしやち)じを使ラ。 

♦炊さこみやおこわなど調味料を使った後は、すぐに 
洗ラ。 

♦酢などの酸の強いちのは使わない。 

•炊飯かまでお米を洗わない。 

V_ ) 


もしイヤな臭いがついた場合 


•炊飯かまに計量カツプ2〜3杯 
の水を入れ、炊飯かまを本体に 
セットし、炊飯の要領で点火し、 
水びなくなって、自動消火する 
まで煮沸してください。自動消 
火した後、炊飯かま*内ぶたを 
取り出して、きれいに水洗いし、 
乾いた清潔な而さんで水気を店、 
きとってください。（使用直後は 
高温のため、取扱いに注意して 
ください。） 
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故障や異常の見分けちと処置ち法 


言 口 

使用中に異常を感じたとき①すぐに使用を中止する③あわてず、ガスをを閉じる③電源プラグを抜く 

ご使用中に而だんと違った状態になったときや、不都合び生じたとさは、そのままお使いにならず、直ちにご使用を中止し 
て十分な点検をお願いします。 


現 象 

原因と 処置 

点乂しない 
点火しにくい 
使用中に消火した 

1. ガス栓び全開になっていない —► 全開にする 

2. 機器セット不良 —► 正しくセットする 

3. ゴム管の折れ巧り-つぶれ —► 折れ’曲りを直す 

4. 点火操作び適切でない —► 押し時間を長くする 

5. 乾電池の消耗 —► 新品と交換する 

炎び安定しない 
黄炎で燃える 
異常音をたてて燃える 

1.パーナー炎□づまり —► 炎□づまりを掃除する 

ご飯びうまく炊けない 
• 自動消火しない 
-早切れする 
-而きこぼれび多い 
-ご飯びこげる 
• 炊さむらびある 

1. 機器び傾いている —► 正しく設置する 

2. 機器セット不良 —► 正しくセットする 

3. 感熱部-感熱部受けの巧れ-異物付着 —► 巧れ • 異物を取り除く 

4. 水加減不良 —► 正しく水加減する 

5. 洗米不良 —► 正しく洗米する 

6. ご飯をほぐしていない-むらしていない —► 15分むらし後、よくほぐす 

7. ライスネット使用時ライスネットの目づまり 一 ► ライスネットをよく洗ラ 

保温中のご飯び 
「 • ベとつく 
-硬 < なった 
-臭いびする 
-変色している 
—-さめている 

1. ご飯対まぐしていない —► 15分むらし後、よくほぐす 

2. ぶ <洗米してし^ない —► 水びされいになるまでお米を洗う 

3. 感熱部.感熱部受けの巧れ、異物付着 —► ご飯つぶなどの巧れをとる 

4. 炊飯かま、内ぶた、つゆ受けのお手入れ不足 —► そのつどお手入れする 

5.1 2時間じ(上、または少量のご飯を保温している一！ 

6. しゃもじを入れたままか、;令やご飯.ご飯の〕ぎたしを保温している 14ぺージの「おいしく保温 

7. 長時間の停電びあった するために」の項を参照する。 

8. 外ぶた • 内ぶたびさっちりとしまっていない 一！ 

9. 器具用プラグの差し込み不足 _► 器具用プフグを器具コンセ 

ントに確実に差し込む 

ガスのにおいびする 

ガスゴム管のひび割れ、穴あき —► ガスゴム管を交換する 

店、きこぼれや、風など 
で炎び消えたとさ 

安全のため立消え安全装置び働き、自動的にガスび止まります。消火に気付い 
たときは、すぐ炊飯レバーを「止」にしてください。再点火するときは、周囲 
にガスびなくなってから点火操作してください。 


上のことをお調べの5え、なお異常のあるとさは、ご自分で修理なさらないで、お買い上げの販売店か、当社の支社•支 
店*営業所-出張所にご連絡<ださい。 
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寸法図 

〔単位： mm 〕 
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仕様 


品 



名 

RR -15 VNS 2 

炊 

飯 

量 

( r ) 

日.6〜3.日 

外形寸法 
〔 a 〕 

高さ 

356 

幅 

392 

奥行 

365 

質 


量 

(0) 

8.1 

ガ 

ス 

接 

続 

09.5 a ガス用ゴム管 

電 



源 

AC 100 V 

消費電力 

( W ) 

160 

点 

火 

方 

式 

放電点火式 

安 

全 

装 

置 

立消え安全装置 

付 

属 

品 

しゃわじ • 計量カップ•乾電池 • 取扱説明書（保証書付） • 連絡先一覧表 • 電源コード 


※仕様は改良のため予告なく変更することびあります。 


■個別ガス消費量 


使用ガス グループ 

1時間当たりのガス 消費量 

形式の呼び 

RR -15 VNS 2 

LP ガス 

2.21 kW 

13 A 

2.21 kW 

12 A 

2.06 kW 

6 A 

2.21 kW 

日 C 

2.21 kW 

L 1 (6 B ，6 C ，7 C ) 

2.27 kW 

L 2 (日 A ， 日目，日 AN ) 

1.86 kW 

L 3 (4 A ，4 目， 4 C ) 

1.86 kW 


※仕様は改良のため予告なく変更することびあります。 
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長期間使用しない場合 

乾電池を抜さ各部の巧れを取除さ、十分に乾燥してからほこりなどの異物び入らないようにビニールに包み、 
お求めになったとさの箱に入れ湿気やほこりの少ないところへ保管してください。 

特にガス通路部分（ガス接続 □) には、ほこりび入ってガス通路をつまらせないように、お買い上げになった 
際に取付けられていたキャップをガス接続□にはめてください。 

■乾電池に関するご注意 

•機器を廃棄する際は必ず乾電池を取り外してください。火災等の原因となります。 

アフターヴービス ( こついて 

■サービス（点検-修理など）を依頼される前に 

•18 ページの「故障や異常の見分け方と処置方法」の項を見てわう一度ご確認ください。 

確認のうえそれでも不具合びある、あるいはご不明な場合は、ご自分で修理なさらないで、必ずガス栓を閉じ、 
電源プラグを抜いてから、お買い上げの販売店か、当社の支社*支店-営業所*出張所にご連絡ください。 
•アフターサービスをお申しつけの際は、次のことをお知らせください。 

①製品名.ガスの種類 
③形式の呼び(銘板表示のもの） 

③ 故障または異常の内容(できるだけ詳しく） 

④ ご住所-お名前-電話番号 
⑥訪問ご希望日 

参定期点検のすすめ。（有料） 

安/ Ca してお使いいただくために、定期的に点検を受けてお手入れされることをおすすめします。 

■乾居される場合 

•ガスには都市ガス数種類および LP ガスの区分びあります。 


言 口 

ガスの種類が異なる地域へ転居される場台は、調整•改造の必要があります。 

L 乾居先のガスの種類を確認のぅぇ、ぉ買ぃ上げの販売店、またはもょりのガス事業ち I こご相談くださし 、。 J 

•転居にともなう調整や改造に要する費用は、保証期間内でわ有料となります。 

B 保証について 

•裏表紙び保証書になっています。 

•当社は保証書に記載してあるように、機器の販売後、機器に故障びある場合、一定期間と一定条件のもとに無料 
修理に応ずることを約束いたします。辯細は保証書をご覧ください。） 

•保証書を紛失されますと保証期間内であってわ修理費をいただく場合びありますので大切に保存してください。 

■補修用性能部品の保有期間について 

•この機器の補修用性能部品の保有期間は、当製品の製造打切後6年間となっています。（補修用性能部品と 
は、その製品の機能を維持するために必要な部品です。） 

■アフターサービスなどの連絡先 

•お買い上げの販売店か、当社の支社-支店-営業所-出張所にご連絡ください。 

•別添の「連絡先」一覧表を参照してください。 


リンナイフリーダイヤル 
困 0120-054321 
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保証書 


この製品は厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたをのです。 

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した場合に、本書記載内容で無料修理を 
行ラことをお約束するものです。 

記 

1. 保証期間は、お買い上げの曰から]年間とし、機器本体を対象とします。 

保証期間中故障び発生した場合は、本書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 

ただし、消耗部品は、保証の対象ではありません。 

2. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談<ださい。 

3. ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼でさない場合には、別添の『連絡先』 
一覧表をご覧の上、当社事業所にご連絡<ださい。 

4. 本保証書は、再発行いたしませんので大切に保存してください。 

5. 無料修理についての規定は下記をご覧ください。 


無料修理規定 


1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのま意書に従った正常な 
使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店または 
もよりの弊社窓□び無料修理いたします。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お 買し ] J 
げの販売店にご依頼の上、出張修理に際して本書をごお 
ください。なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出弓 負 
修理を行った場合には、出張に要する実費を申し受けます。 \ 

3. 保証期間内でも次の場合には有料修理になります。 

(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および 

ホ昌イち 

(□) お買い上げ後の 興け 曝 所の移動、落下などによる故障お 
よび損傷。 こ 

(八） 乂災>4(&、 落雷、煤煙、降灰、酸性雨、 
い、 異常気象、ねずみ、鳥、 

。他 天変地異または戦争、暴 

A V ：擇但 

た 場合の故障および損傷。 


4. 本 零は 白 本 こみし Tt のみ有効です。 
lisju^rranty isN^aiaionly in Japan . 

:証書は本書に 日^ 期間、条件のもとにおいて無 


帮 修理をお約束するわり 
保証書を発行している者^イ呆 
の事業者に対するお客様のう 
はありません。保証期間経過 1 
の場合は、お買い上げの販売店 


従ってこの保証書によって 
^責任者）、およびそれ外 
; の権利を制限するちので 
3 里などについてご不明 
讶 J 添の「連絡先」一覧 


養をご覧の上、当社事業所にお P 动 


t ください。 
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乂災、 

害ガス >4ま‘ 

<タバ|; 虫類等の 侵入^ 

唐破壊行為による跡 
車両.船舶への搭載で使 J 
本書の提示びない場合。 

本書にお買い上げ年月日、 販^ 
るいは字句を書さ替えられた 場^ 
育定外の燃料、使用電源(電圧） 

ご ib 居などによる熱量変更に伴なう i 


が)記入びない場合あ 
t による 故障および 
整の場合。 


お買い 斗 I さ归 および販売店名 


ぉ買し \か 日 

\ \ 年 月 曰 

販売 \ち 


扱 


住 N ^\ 


者 


電話番^ 

_ 

印 



お額へ 

この保証書をお受取りになるときにお買い上げ日、販売店名、扱者印び記入してあることを確認してください。 


II ン t イ株式会社 

干454-日8日2名ち屋市中川区福住町2番26号 
TEL 代表日日2 (361 )8211 


面 11111111 

06 00000155919 8 


TRR 15 VNS 2-01 X 02 
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